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ソフトウェア保護
ライセンシングとセキュリティ
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ソフトウェアの保護

ソフトウェアの保護が重要な理由
ソフトウェア開発には、多くの時間とコストがかかります。ソフトウェア
には、種類（例：一般向けソフトウェア、特定の産業用に特化した製品、
クラウド向けソリューション、産業用制御アプリケーション）を問わず、
時間と労力に加え、開発者の知的財産（IP）が多く含まれています。

ソフトウェアの違法コピーは、ソフトウェアベンダーと産業界に多大
な損失をもたらしています。BSA | ザ・ソフトウェア・アライアンスが
2018 年に発表した世界規模の調査では、現在使用されているソフ

トウェアの 37% が非正規品であると示されています。

製造業における状況も非常に深刻です。ドイツ機械工業連盟   
 （VDMA）によると、ドイツのマシン・プラントエンジニアリング部門
の調査対象企業の 72% が、製品またはブランドの違法コピーに
よる損害を受けたと回答しています。その損失額は、年間 64 億ユー 
ロに上ると推定されます。

WIBU-SYSTEMSのソリューション
CodeMeter は、最先端のソフトウェア保護技術と柔軟性の高いソフ

トウェアライセンシングを組み合わせたものです。長年にわたりドイ
ツ国内外で得た豊富な知見に基づき開発されました。

ソフトウェア保護：IPを保護することで製品の競争力維持に貢献

収益の増加：違法コピー製品をライセンスが付与された正規品
と交換することで、エンドユーザーに最新のライセンスモデルへ
の切り替えを促し、収益増加につながる新たな市場開拓を実現

コスト削減：ライセンスの作成・管理・配布プロセスの自動化によ
り、コスト削減を促進

拡張性：ハードウェアベース（CmDongle）、ソフトウェアベース  
 （CmActLicense）、クラウドベース（CmCloudContainer）など、仕様
要件に合わせたライセンスコンテナの提供が可能

ソフトウェア保護を実現する 
4つの簡単なステップ
CodeMeterは、迅速かつ簡単に導入でき、適切なライセンスモデ
ルでセキュアで長期的な保護を提供します。ほんの数ステップで、
暗号化されたアプリケーションへの変換とニーズに応じた柔軟な

ライセンスモデルを付加が可能です。

ソフトウェアの暗号化プロセスは、4つのステップから構成されて
います。Wibu-Systemsは、保護機能を直感的に実装するための
GUI（グラフィカルユーザーインターフェイス）から、コマンドライン
自動化ツール、プログラミングインターフェイスに至るまで、各ステ

ップに有効なツールを提供しています。
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これにより、仕様要件に合わせた、ソフトウェアの保護とライセンシ
ングプロセスの実現が可能になります。

1.  �製品の機能を定義: 個別に販売したいソフトウェアモジュー
ルを選択。

2. �ソフトウェアを保護: AxProtector は、ソースコードを変更せず
にソフトウェアの暗号化が可能。IxProtector は、保護レイヤーの
追加により、モジュールごとの保護が可能。

3. �ライセンスを生成: CodeMeter License Central を利用して、シ
ンプルかつ柔軟性の高い方法でライセンスモデルの定義・作成が
可能。ライセンスモデルは、様々な種類に対応。例）シングルユー
ザーライセンス、ネットワークライセンス、サブスクリプション、永久ラ
イセンス、リース、ペイ・パー・ユーズ、デモバージョン等

4. �製品を出荷 : CodeMeterは、幅広い配布オプションを提供。ハー 
ドウェアベース（CmDongle）、特定のPC固定（CmActLicense）、
ユーザーバインド（CmCloudContainer）、これらのライセンスコ
ンテナのアクティベーションは、事前にプログラムして出荷、また
はチケットID でWeb 認証が選択可能。

PROTECTION PRINCIPLE
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柔軟なライセンシングモデル

ソフトウェアの収益化
ソフトウェアを保護する仕組みを実装する主な理由は、ソフトウ
ェアが不正にコピー、操作、またはリバースエンジニアリングさ 
れないようにすることです。WIBU-SYSTEMS は、幅広い柔軟なラ 
イセンスモデルをソフトウェアに統合するためのツールを提供します。

ユニバーサルソリューション
PC アプリケーションのベンダであるか、インテリジェントデバイス

メーカであるか、クラウドサービスプロバイダであるかにかかわら
ず、CodeMeter は完全なライセンスソリューションを提供します。

CodeMeter テクノロジーは、製品の価格設定時に、旧モデルと最
新モデルの両方を適用することが可能です。コンピュータ固有の

アクティベーション、セキュアなドングル、シングルユーザーライセン
スまたはネットワークライセンス、フィーチャーオンデマンドまたはペ
イ・パー・ユーズモデルなど、実装方法に関係なく、Wibu-Systems は、
仕様要件に応じたソリューションを提供します。グローバル市場へ
の進出、さまざまなライセンス戦略を組み合わせた革新的なモデ
ルの構築により、収益のさらなる向上がに貢献します。

包括的ソリューション
CodeMeterでは、最大 40 億モジュールの個別ライセンシングが
可能です。そのうち最大 2000 をCmDongle、CmCloudContainer、
または CmActLicense で個別にアクティベートすることができます。 

各ライセンスには、20 以上のライセンスオプションが用意されて 
おり、自由に組み合わせることで、ライセンスモデルのカスタマイ
ズが可能になります。

CodeMeter 独自のクロックコンセプトとして、すべての CmCon- 
tainer（セキュアな CmDongle、ユーザーバインドの CmCloud-
Container、ソフトウェアベースの CmActLicense）に、セキュアな仮 
想リアルタイムクロックがあり、時間制限付きライセンスの保 
護が可能です。オプションとして、CmDongleにバッテリー駆動型のリ

アルタイムクロックを搭載することもできます。CmCloudContainer
の場合、クラウド上のセキュアサーバーの時刻が適用されます。

CodeMeter に制限はありません。あらゆるタイプのライセンス（例： 
ネットワーク、サブスクリプション、評価、ペイ・パー・ユーズライセ
ンス）が容易に実装できます。

保護とライセンシングの分離
まずソフトウェアに保護機能を組み込み、後から柔軟にライセンシン
グするということを、Wibu-Systems は 30 年以上前からモットーにし
ています。これには、2 つのメリットがあります。1つ目は、ソフトウェア
に保護機能を統合するプロセスの複雑さを軽減し、収益モデルを
市場の変化に適格に対応可能であること、2 つ目は、CodeMeter の
自動処理機能により、ソフトウェアへの変更が不要であることです。
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Key: • 関連性低 ••  関連性中 ••• 関連性高

ライセンスモデル PCソフト 組込 クラウド 詳細

シングルユーザ         
ライセンスは、PC または PC に接続された CmDongle に保存されます。ソフトウェ
アは同じコンピュータ/マシン上、またはクラウド上で実行されます。

ネットワーク      

ライセンスは、ネットワーク内のライセンスサーバに格納され、フローティングラ
イセンスとして PC で使用されます。組込アプリケーションでの主な用途は緊急ラ
イセンスです。

フィーチャー
オンデマンド         

個々のライセンスは、特定の製品とモジュールを有効にするために使用され、本機
能によりアドオン製品・機能の販売を通じてより多くの売上を創造することが可能
になります。組込アプリケーションでは、サービス技術者が適切な CmDongle を接
続し隠されたサービス機能にアクセスすることなどを可能にします

永久ライセンス         ライセンスは恒久版として発行され、失効することはありません。

デモバージョン         ユーザーは、指定された機能に限られた時間しかアクセスできません。

レンタル、 リース、
サブス クリプシ
ョン

       
ライセンスを自動的に延長することができます。ライセンスの有効期間を指定しま
す。CodeMeter License Central はライセンスを自動的に延長することができます。

ペイ・パー・ユーズ        
請求は、使用されたユニットの数に基づきます。請求単位を時間または機能に基
づいて決定することができます。クラウドでは、ライセンスによる課金は通常ボリ
ュームベースです。

ソフトウエアアシ
ュアランス         

サービスレベル契約を含む恒久ライセンスです ユーザは、利用可能になると直に
更新プログラムに自動的にアクセスできます。

ダウングレード権         
ライセンスオプションで旧バージョンのプログラムを使用する権利が含まれます。
顧客はプログラムを保持し、後ですべてのクライアントを新バージョンに移行する
ことができます。

猶予期間ライセ
ンス         

ライセンスは、オプションで次のバージョンのプログラムを使用する権利を含みま
す。新バージョンがリリースされても、現在のバージョンを販売することができます。

ボリュームライセ
ンス (制御有)         顧客が有効にできるライセンスの数を指定します。

ボリュームライセ
ンス(制御無)     

顧客に必要数のアクティベーションコードを送信し、ライセンスが使用可能になり
ます。ライセンスの数は契約に明記されますが、CodeMeter テクノロジによって制御
されるわけではありません。このライセンスは CmActLicense のみ適用されます。

バージョンライセ
ンス     

ライセンスが同じソフトウェアの1つまたは複数のバージョンを取り扱うかを選択
することができます。

コ ールドスタン
バイ       

ユーザは現在のライセンスに問題がある場合に使用できるスペアライセンスを所
有します。使用するにはライセンスをアクティブ化する必要があります。

ホットスタンバイ      
ユーザは現在のライセンスに問題がある場合のために直ちに使用できるスペアラ
イセンスを所有しています。

高可用性ライセ
ンス      ユーザがリダンダントライセンスサーバを所有しているケースです。

オーバフローライ
センス      

ユーザは、所有するライセンスよりも多くのライセンスをアクティブにすることがで
きます。使用状況は監視され、後日の請求が可能です。

ライセンス借入      

ユーザは、ライセンスサーバからライセンスを借り、ローカルコンピュータ
(CmActLicense) または CmDongle で一定時間使用することができます。ライセ
ンスの有効期限が切れると、自動的にライセンスサーバに返され、ローカルにア
クセスできなくなります。有効期限前に手動でライセンスを返すことも可能です。

User-specific 
licenses      The license is associated with a specific user name.

Computer-spe-
cific licenses       The license is associated with a specific computer name.

Time zone 
licenses      

The license can only be used in the geographical region (time zone) specified  
by you.

L I C E N S E S
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セキュアインテグレーション

ジレンマに対する解決策
開発者は、迅速かつ簡単にソフトウェアに保護機能を統合したい一
方で、セキュリティ基準を満たす複雑さと堅牢性を確保しなければ
ならないというジレンマに直面します。これに対しCodeMeter では、
最小限の労力で実装可能である洗練されたソリューションを提供
することで、こうしたジレンマを解決します。

AxProtector とIxProtector を使用し、CodeMeter をソフトウェアに
統合することで、API によるマニュアル作業での統合に比べ、90%
以上の時間短縮が可能です。また、IxProtector は、アプリケーショ
ン内のソースコードを必要に応じて復号する機能で、迅速かつ確
実な実装が可能です。

保護ツールとしての AxProtector は、とてもユニークです。マウスを
数回クリックするだけで、アプリケーションのソースコードを変更す

ることなく、高度な保護機能を実現することができます。また、アプリ
ケーション全体の完全な暗号化、様々な保護方法（例：アンチデバッ
グ、鍵交換、侵入検知、秘匿ロックコード）の自動適用、攻撃検知時
の迅速なライセンス無効化も可能です。

AxProtector とIxProtector は、最先端のテクノロジーであり、全コ
ンポーネント間の通信は常に暗号化されています。鍵交換とP2P
暗号化の追加により、保護レベルのさらなる強化も可能であり、
他では実現不可能な 3 段階の保護を実装することができます。

ライセンシングとセキュリティの自動化
AxProtectorとIxProtectorを併用でも、どちらか一方のみの使用で
も、CodeMeter独自のコンセプトの恩恵を受けられます。「まずソフ
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トウェアに保護機能を組み込む」ことと「後から
柔軟にライセンシングする」こととを明確に分離

することで、追加の開発コストを伴うこと無く、必
要に応じた市場ニーズへのライセンスモデルの
適用が可能になります。

セキュリティとパフォーマンス
ハッカーに先行されないよう、私たちセキュリテ
ィ専門チームは、常に最新の保護手法を開発して
います。同時に、「最大限のセキュリティの提供し
つつ、パフォーマンス低下を最小限に」という目
標を掲げ、最高のアイデアのみを製品に実装す
るようにしています。従って、AxProtector は、保
護対象のアプリケーションのパフォーマンスへ
の影響を最小限に抑えています。

ソフトウェア保護は、通常 AxProtector を利用す
るため、パフォーマンスに関して心配する必要は
ありません。このツールで保護されたアプリケー
ションは、起動までの時間は平均1秒程度であ
り、その後も目立った遅延は発生していません。
個別のケースでは、特別に設定を変更すること

で、さらなるパフォーマンスの向上も見込めます。

IxProtector では、コードの実行時に常に復号と
暗号化が行われます。そこでは、高性能なキャッ
シュ機能を使用し、パフォーマンスと安全性を最
大限確保しています。ネイティブアプリケーショ
ンでは、復号のタイミングの設定が可能です。一
方 .NET アプリケーションでは、IxProtector がタイ
ミングの判断を自動で行います。暗号化オプショ
ンは、メソッドレベルまで個別に指定することができ、「フィーチャー
オンデマンド」の簡単かつシンプルなカスタマイズが可能となります。

個別のユーザーメッセージ
ライセンス固有のエラーメッセージの作成方法は、多岐にわたりま
す。既存のエラーメッセージの使用/編集、エラーログファイルの送
付、エラー処理方法の実装など多種多様です。

例えばライセンスが見つからない場合、アプリケーションをデモモー 
ドで起動する、またはエンドユーザーにライセンスの購入を提案
する方法があります。また、ソフトウェアにユーザーインターフェイ
スが搭載されていない場合、エラーをログファイルにリダイレクト
したり、メッセージを生成したりすることができます。

マルチプラットフォーム
AxProtectorとIxProtector は、対応するオペレーティングシステム  
 （OS）と実行環境の豊富さも特徴です。Windows、macOS、Linux、 
VxWorks、Windows CE 向けのソフトウェア自動保護ツールであり、一 
部の OS では、ネイティブJava、JavaScript、Python、.NET アプリ
ケーションなどで利用できる唯一のツールとされています。Wibu-
Systems の長年の経験で培った、世界中のソフトウェアの違法コ
ピーや模造品、妨害行為に関する知見を是非活用してください。

実証済みのセキュリティ
常に変化し続ける IT 業界において、ソフトウェアベンダーは、非
常に優秀かつ組織化されたハッカー集団を想定しておくことが
不可欠です。自社開発のソリューションでは、おそらく対応が難し

く、市販の製品でさえも、ソフトウェアをハッカーから十分に保護
できないことがあります。では、ハッカー本人以外に、セキュアな
プログラムを見極めることができる者はいるのでしょうか？Wibu- 
Systemsであれば可能です。弊社製品の安全性は、世界中のハッ
カーコンテストで実証されており、品質の高さは明らかです。

I N T E G R A T I O N
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あらゆるアプリケーションに
違法コピー・リバースエンジニアリング・不正操作からソフトウェア
をセキュアに保護することに加え、柔軟なライセンスモデルを提供
することは、さらなる収益増加において重要な役割を担います。その
実現のためには、効率的な社内でのライセンス管理、および顧客に

ライセンス管理

ライセンスを配布するためのシンプルかつ費用対効果の高い手段
が必要です。CodeMeter には、年間数本から1 日あたり数千本の出
荷に至るまで多種多様なライセンスモデルが用意されており、ユー
ザーのビジネスニーズに対応することができます。

CodeMeter License Editor: CmDongle 用のライセンスを素早
くプログラミング可能。

CmBoxPgm: バッチプロセスによるライセンスの自動生成が可能
なコマンドラインツール。

CodeMeter License Central Desktop: イントラネットでライ
センス生成が可能なデータベースアプリケーション。

CodeMeter License Central Internet: ERP、CRM、eコマース
システムへの統合、オンラインアクティベーションサーバーとして
の使用が可能。

これらのすべてのプログラミングツールは、High Level Programm- 
ing API を利用してアプリケーションに応じた統合が可能です。

リモートプログラミング
CmActLicense（PC にバインド）、CmCloudContainer（ユーザーにバ

オンラインアクティベーションサーバ /
ERP インターフェース:

データベース
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インド）、CmDongle のいずれかに関係なく、ファイル交換を介したリ
モートプログラミングにより、ライセンスの生成・変更・削除が可能で
す。すべてのプログラミングツールでサポートされています。

プロセスに基づいたアプローチ
一般的に、ライセンスはまず販売され、その後作成されます。これ
は、CodeMeter License Central が採用しているアプローチです。そ
の結果、ライセンスの販売・作成プロセスは、通常、それぞれ担当者
とタイミングが異なります。そこで、CodeMeter License Central では、 
この 2 つのプロセスに対して共通のチケットを発行することで対応
します。

ライセンス販売
CodeMeter License Centralでは、CodeMeter に関する詳細が ISV（独
立系ソフトウェアベンダー）からは見ることができません。アイテム番号
と顧客番号は、ライセンス注文プロセスの一部としてシステムに入力さ
れます。アイテム番号には、CodeMeter License Central が正しいライセ

ンスを生成するために必要な情報が含まれています。また、CodeMeter 
License Central は、このプロセスに必要なチケットを発行します。

既存環境への CodeMeter License Central の統合例

                     FSB

電子商取引ERP

Web サーバ

カスタマイズ
アプリケーション

CRM
CRM 

(Salesforce)

アクティベーション
ウイザード

ブラウザ

Connettore

Connettore

WebDepot

Gateway

 
C

 
C

 
G

 
C

仮想アプラ
イアンス

Web サーバ
 DMZ 内

アプリケーション
サーバ

データベース

データベース

L I C E N S E S

ライセンスの展開
ユーザーまたはソフトウェアベンダーがチケットを受領した後、ライ
センスは自動的に生成されます。この手順は、コンピューター固有の
CmActLicense、ユーザーバインドの CmCloudContainer、CmDongle、
いずれも同じです。チケットとCmContainer のフィンガープリントを含
むリモートコンテキストファイルは、CodeMeter License Central に送 
信されます。リモートコンテキストファイルは、リモート更新ファイル
を生成し、特定の CmContainer がもつライセンスをアクティベート
させます。これは、1 回のみ使用することができます。この手順がオ
ンラインで実行された場合、ファイル交換はバックグラウンドで行
われます。それ以外の場合は、電子メールを介してオフラインでファ
イルを交換します。

充実したレポート機能
すべてのデータはデータベースに記録されます。つまり、必要に応
じてライセンス戦略の効果測定し、将来のためにライセンス戦略を
修正することも可能です。

プロセスへの統合
統合と自動化により、ライセンシングコストの削減が期待できま

す。CodeMeter License Central Internet Edition では、コスト削減に 
役立つ多くのインターフェイスが提供されています。ERP、CRM、e
コマースシステムは、コネクター (C) を介して自動的にチケットを
発行することができます。またゲートウェイ（G）により、CodeMeter 
License Central をオンラインアクティベーションサーバーとして使用し、 

ソフトウェア内から直接ライセンスをアクティベートすることも可能です。 
WebDepot は、自由に設定ができ、直接またはブラウザでデータ交 
換を行いながらライセンスをアクティベートすることができます。Code- 
Meter License Central は、既存のデータベース（MySQL、MSSQL）への 

アクセスが可能であるため、ユーザーのニーズに対応することができます。

CodeMeter
License Central

Database

Article

Ticket

License

Ticket/
Container

Ticket

      
                             Sales                    Admin      

    

   
   

   
D

ep
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1

So
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w
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e 
pr

ov
id
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U
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透明性のあるランタイム環境
CodeMeter を使用することで、ユーザーは、エンドユーザーの期
待に応え、サポートコストを最小限に抑えることができるよう、試
行錯誤を重ねた製品に投資することができます。CodeMeter がも
つ透明性の高いランタイム環境には、2 つのメリットがあります。1
つ目は、ランタイム環境の保護機能の利用、2 つ目は、その利用に
より、エンドユーザーが得る利便性です。

ランタイム環境をインストーラーに統合するだけで、エンドユーザー
に透明性の高いライセンス管理を提供することができます。これに
は、2 つの大きな利点があります。まず、エンドユーザーのIT管理者
は、すでにCodeMeter のランタイム環境ツールに精通しているため、
適切に使用することができ、保護製品への納得感も高まります。ま
た、独自のライセンス管理ツールの導入・メンテナンスに時間とコス

トをかける必要がありません。

エンドユーザーによるライセンス管理
CodeMeter のランタイム環境には、ネットワーク機能の一式がす 
べて搭載されています。ソフトウェアベンダーは、CmDongle、 
CmActLicense、または CmCloudContainer を使用して、ネットワー
クライセンスを保持することができます。ネットワークサーバーは、
エンドユーザー側で簡単に設定することが可能です。CodeMeter
のランタイム環境をコンピューターにインストールし、オプション「
サーバーとして実行」を有効にするだけです。CodeMeter は、特に異
なるネットワーク間での使用に適しています。Windows アプリケー 
ションは、Linux 上で動作するライセンスサーバーにアクセスすること 
ができます。

CodeMeter のライセンス管理は、小規模または大規模なネットワー 
クに対応するよう拡張することができます。小規模なネットワーク
では、透過的な操作に必要な基本機能のみで十分です。一方、大

CodeMeter – オールラウンダ

CmCloud
Container

CmDongle

License container 
in an encrypted fi le

Bound to 
an endpoint

License container 
in the WIBU cloud

Bound to 
a user

CmAct
License

License Server
License Server in LAN / WAN

License container 
in a secure hw 

element

Bound to 
a smart card chip
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規模なネットワークにおいて、ライセンス管理者は、特定のコンピ
ューターへのライセンス割り当て、ライセンス使用状況の監視・評
価を行うことが可能です。

仮想環境下での CodeMeter
仮想環境やターミナルサーバーは、クラウドコンピューティングの
登場以前から普及していました。CodeMeter は、アーキテクチャー
が既にそのような状況を考慮に入れているため、この分野での使
用に特に適しています。

他の製品では、ターミナルサーバーを検知するとソフトウェアの実
行が中断されますが、CodeMeter は常にターミナルサーバー上の

ライセンス数を正しくカウントします。ソフトウェアを仮想マシンで実
行する場合においても、CodeMeter は問題なく、対応するライセンス
数をカウントすることができます。CodeMeter は、複数の仮想マシン

での CmDongle 内のシングルユーザーライセンスの同時使用を禁
止することで、違反行為を未然に防いでいます。

CmActLicense の生成時、ユーザーは、仮想マシンでのエンドユー
ザーによるアクティベーションを許可するか否かを指定します。ネ
ットワークサーバーには、ライセンスをインストールするオプショ
ンが常時用意されています。

仮想環境と実マシンのどちらでソフトウェアを実行するかに関係なく、
CodeMeter は、正規ライセンスかどうかの確認を自動で行います。

ライセンスリリースの自動化
エンドユーザーの中には、ソフトウェアがクラッシュした場合、ネッ

トワークライセンスがリリースされないのではという懸念を持つ

人がいます。合法的に取得したライセンスを使用できなくなること
に不安を感じているのです。
 
ここでもCodeMeter は、自動化というソリューションを提供しま
す。CodeMeter は、実行中のすべてのプロセスとロックされたライ
センスを監視し、この情報をサーバーに渡します。ロックされたライ
センスのプロセスが停止すると、CodeMeter は自動的にそのライ
センスをリリースします。管理者への負担は一切かかりません。こ
れにより、エンドユーザーの時間とコストの節約、管理者の負担
軽減につながります。

CodeMeter Embedded
Wibu-Systems は、CodeMeter のランタイム環境の置換、ソフトウ

ェア内からCmDongleまたはCmActLicense への直接アクセス
が可能である、組み込みデバイス向けのCodeMeter Embedded
を提供しています。CodeMeter Embedded は、ANSI Cソースコー
ドまたは静的ライブラリとして提供され、ターゲットシステムに応
じたコンパイルが可能です。CodeMeter Embedded の最大の特徴
は、ユーザーのプロジェクトに合わせてカスタマイズができるモジ
ュール設計です。特に、独自のオペレーティングシステム（OS）や組
み込み型オペレーティングシステム（OS）にインストールする場合、
その効果を発揮します。

すぐに使えるツール
CodeMeter のランタイム環境には、多様なユーザーツールや管理
者ツールが含まれているため、直ちに使用することができます。例え
ば、CodeMeterコマンドセンターでは、ライセンスのアクティベーシ

ョンとインストールを続けて行うことができます。

PC/タブレット システム サーバ システム 組込システム PLC システム

.NET Linux Server .NET B&R Automation Studio

Android Sun Solaris Android CODESYS

Java Windows Server Java Siemens TIA Portal

Linux Linux Embedded

macOS QNX

Windows RTLinux

Wind River VxWorks

Windows Embedded

*要求があり次第、追加サポート

C O D E M E T E R
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ライフタイムサポート
WIBU-SYSTEMS は、ソフトウェアの製品ライフサイクル全体を通し

て支援します。当社は、ソフトウェアの暗号化およびライセンス管理
ツールの枠を超えて、お客様に貢献致します。事前評価の段階では、
サポートの一環として、ユーザプロファイルを作成し、システム環境
に関する情報を収集して、WIBU-SYSTEMS の製品をどのように実
装するのが最善かを決定します。

コンサルティングサービス
WIBU-SYSTEMS の提供するコンサルティングサービスは、たとえ
ば、お客様に必要なソリューションの詳細仕様を作成することで、
後々の設計フェーズにおけるお客様のアクティビティを支援しま
す。当社のエキスパートは、お客様のソフトウェアを保護し、ライセ
ンスを付与するための正しいコンセプトを発見します。

製品に安全な保護機能を追加して売上高を増加、プロセスを最
適化し、バックオフィスシステムを統合してコストを削減するか、長
年の経験と深い知識を備えた弊社のエキスパートが必要なサポー

トを提供致します。

プロフェッショナルサービス
WIBU-SYSTEMS のプロフェッショナルサービスチームは、コンセ

プトを実現化することをお手伝いし、トレーニングと実装のため
の貴重な時間を節約します。私たちのエキスパートがノウハウと

360° サービス

Wibu
プリセールス
コンサルティング

Wibu
コンサルティング
サービス

Wibu
プロフェッショナル

サービス

Wibu
トレーニング
サービス

Wibu
サポート
サービス

Wibu
オペレーション
サービス
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経験を使って、迅速かつ費用対効果の高いシステム構築のお手
伝いを行います。その結果、お客様は製品のコアになる開発に集
中することを可能にします。

トレーニングサービス
トレーニングフェーズでは、WIBU-SYSTEMS のトレーニングサー 
ビスにより、ソフトウェア保護とライセンスの概念をすぐに理 
解できるようになります。貴重な時間を節約し、CodeMeter 
をソフトウェアとプロセスに首尾よく安全に統合するためのノウ 
ハウを提供します。オンサイトトレーニングを提供することも、オー
プンハウスワークショップに参加することもできます。

サポートサービス
WIBU-SYSTEMS のサポートサービスは、ソリューションの利用段
階でサポートを提供します。サービスエンジニアチームは、トラブ
ルシューティングが必要なときはいつでも、電子メール、電話、ま
たはリモート接続で連絡することができます。

私たちは、ニーズや予算を満たすために3つのレベルのサポート
を提供しています。サポートレベル FREE は、その名前が示すよう
に、無料サポートを提供します。サポートレベル Silver と Gold で
は、あなたのプロジェクトに精通している特定のサービスエンジニ
アが割り当てられますので、必要なときに迅速かつ専門的な支援
を提供することができます。CodeMeter License Central を使用して
いる場合、サーバの高可用性はもちろん重要です。サポートレベル 
Silver と Gold ではレスポンス時間を保証しています。

オペレーティングサービス
CodeMeter License Central の運用、特にインターネット上のオ

ンラインアクティベーションサーバとしての運用には、熟練したス
タッフ、常時監視、定期的な更新、災害からの復旧計画が必要で
す。CodeMeter License Central は、通常、「ミッション クリティカ
ル」または場合によっては「ビジネス クリティカル」にアサインさ
れています。

当社の Operating Service チームは、CodeMeter License Central 
をローカルに、または安全な WIBU クラウドにホスティングするこ
とができます。これにより、CodeMeter License Central の設定、イ
ンターネットでの製品の安全な使用方法の習得、監視システムと
バックアップ戦略のインストール、日々の問題への対処の手間を
省くことができます。 

Wibu Cloud のメリット

専任スタッフ

設定およびインストール管理

専用サーバーの選択

応答時間の保証

ハードウェア、ソフトウェアの自動モニタリング

高可用性アーキテクチャー

冗長化されたインターネット接続

サービスレベルアグリーメント

災害復旧（DR）計画

冗長化されたファームセキュリティボックス（FSB）

データベースクラスターの利用による信頼性の確保

S E R V I C E

Wibu Global Support Centres
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License）、CmCloudContainer）から自由に選択可能です。一度ソフト
ウェアを保護してしまえば、市場に適したライセンスモデルを後から
検討できます。すべてのライセンスモデル（例：シングルユーザーライ
センス、ネットワークライセンス、内部クロックを利用した時間制限ラ
イセンス）は、CmDongle、CmActLicense、CmCloudContainer にマッ
ピングすることができます。

フラッシュメモリ機能付き CmDongle
CmDongle は、PC、組み込みデバイス、モバイルアプリケーション、ク

ラウドなど多様な分野で使用可能であり、形態も様々です。多くの場
合、セキュアなソフトウェア保護とライセンシングは、産業標準のフラ

ッシュメモリーに統合され、特にソフトウェアまたは組み込みデバイス
においては、オペレーティングシステム（OS）全体をCmDongle に格
納することができます。このソリューションでは、デバイスのインター 

フェイスの 1 つのみを使用します。

新たな選択肢： CmCloud
CodeMeter Cloud は、CodeMeter 製品群の中で最も新しく、常時イ

ンターネットに接続されているデバイス上のソフトウェアの保護お
よびライセンシングに適した選択肢です。オフィスや家の中のワー 

クステーション、IoT や IIoT デバイス、専有データセンターやクラウド
上の仮想マシン、これらの環境で動くソフトウェアに対応します。

CodeMeter Cloud は、CodeMeter Runtime、CodeMeter License 
Central、CodeMeter Protection Suite と完全な互換性があり、ハード
ウェアベース（CmDongle）またはソフトウェアベース（CmActLicense）
のライセンスコンテナとほぼ共通の保護とライセンシングの機能を
提供します。

CodeMeter Cloud は、Wibu-Systems が管理する安全性と拡張性
に優れたクラウドサーバーへのアクセス権を有し、最高水準のセ
キュリティだけでなく、各ライセンスに応じた最高のパフォーマンス
も提供します。

高い拡張性
ユーザーは、ライセンスの出荷をさまざまな方法（例：ドングル 

（CmDongle）、PCにバインドされたソフトウェアライセンス（CmAct-

統合ーソリューション
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Container 写真 PC ソフトウ
ェア 組込 クラウド 説明

ハ
ー

ド
ウ

エ
ア

ベ
ー

ス

CmStick
CmStick/ME         

標準サイズ USB CmStick、コンピュータ非依存、プラスチックま
た金属製、スマートカードチップ内蔵。

CmStick/MC 
xGB        

標準サイズ USB CmStick、コンピュータ非依存、金属製、スマ
ートカードチップ内蔵。 

CmStick/T ME        
標準サイズ USB CmStick、コンピュータ非依存、プラスチック
また金属製、スマートカードチップとバッテリ駆動のリアルタ
イムクロックを内蔵。

CmStick/C 
Basic         

標準サイズ USB CmStick、コンピュータ非依存、プラスチック
製、スマートカードチップ内蔵。

CmStick/C         
コンパクトサイズ USB CmStick、コンピュータ非依存、プラスチ
ック製、スマートカードチップ内蔵。USB コネクタキャップとキー
リング付き。 ※ 2023 年 6 月現在、新規取り扱い停止

CmStick/B
CmStick/BMC
CmStick/BMI

       

コンパクトサイズ USB 3.1 CmStick、SiP ベースデザイン（USB 
コネクタと本体をシームレスに結合）、コンピュータ非依存、
アルミニウム製、スマートカードチップ内蔵。/BMC は MLC フ
ラッシュメモリ（2 ビット eMMC）付。/BMI は疑似 SLC フラッ
シュメモリ付。

CmStick/D 
CmStick/DMC
CmStick/DMI

        USB タイプ C をサポート。他の仕様は CmStick/B と同様。

CmStick/IV       
内部 USB インターフェースを持つ PCB 部分のみむき出しの 
CmStick, 2.54mm の 2x5 ソケットグリットサイズ (CmStick/IV) 、 
コンピュータ非依存、スマートカードチップ内蔵。

CmCard/CF
CmCard/CFast   

コンパクトフラッシュフォームファクタの CmCard、コンピュータ
非依存、スマートカードチップ内蔵、SLC フラッシュメモリと CF ま
たは CFast コネクタ。

CmCard/SD        
セキュアデジタルフォームファクタの CmCard、コンピュータ非
依存、スマートカードチップと SLCフラッシュメモリ内蔵。

CmCard/ 
microSD       

マイクロセキュアデジタルフォームファクタの CmCard、コンピュ
ータ非依存、スマートカードチップと SLC フラッシュメモリ内蔵。

CmASIC    独自 PCB を使用する ASIC タイプのスマートカードチップ。

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

ベ
ー

ス

CmActLicense 
powered with 
SmartBind

  
コンピュータ固有のライセンスファイル, 3 つの許容レベルが選
択可能な SmartBind 技術を実装。

CodeMeter 
Binding  
Extension

     
柔軟なコンピュータ固有のライセンスファイル。CodeMeter ラン
タイム環境上で独自ロッキングスキームの拡張が可能。主に組
込機器や他社のドングルからの移行用途。

CodeMeter 
Trial License     コンピュータ非依存期限ライセンスファイル。

CodeMeter
Protection
Only License

      
対リバースエンジニアリング攻撃から AxProtector で保護す
るための コンピュータ非依存で期限なしライセンスファイル。

CodeMeter  
Cloud       

ユーザベースのクラウドライセンスストレージ。ユーザベースの
ライセンスが複数の非同期インスタンスで実行されているオン
プレミスのアプリケーションに最適。CodeMeter Runtime と
互換性有。

CodeMeter  
Cloud Lite Cloud Lite     

SaaS、サーバ、およびモバイルアプリケーションに最適なユー
ザに限定されたクラウドライセンシングトレージ。ISVソフトウ
ェアと容易に統合可能なWebサービスAPIを提供。CodeMeter 
License Central と完全互換性。利用可能なライセンスオプショ
ンのサブセットをサポート。

L I C E N S E S

注: 全ての CmContainer は 仮想リアルタイムクロックをサポート
Key: • 関連性低 ••  関連性中 ••• 関連性高
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クラウドでは、保護とライセンシングに対する要望は様々です。

	■ ローカルのソフトウェアをクラウド上のライセンスでアクセス
可能にしたい
	■ �SaaSソリューション用に、シングルユーザーまたは指定された

数のデバイスに結び付けられるライセンスを提供したい
	■ SaaSアプリケーション用に、エンドユーザーに信頼できる認証

手段を提供したい
	■ エンドユーザーのプライベートクラウドで運用可能なソフトウ

ェアを提供したい

ローカルアプリケーション用クラウドライセンス
ソフトウェアは、従来のデスクトップアプリケーションと同様で、CDま
たはダウンロード形式でエンドユーザーに提供されます。エンドユー 
ザーは、ソフトウェア本体に加え、CodeMeter License Centralで作 
成したチケット形式のアクティベーションコードを受け取ります。こ
のチケット作成時に、ソフトウェアが同時起動可能なデバイス数
と、オフラインで使用可能な時間制限を設定することができます。

まずエンドユーザーは、PCにソフトウェアをインストールします。初回 
起動時に、チケットの入力が求められます。ソフトウェアは、 
CodeMeter License Centralに接続し、チケットとコンピューターのフ 

ィンガープリント（WibuCmRaCファイル形式）をクラウドへ送信しま

す。続いてCodeMeter License Centralは、チケットの有効性を確認
し、有効な場合はオフラインキャッシュ用の一時的なライセンスを
作成します。ライセンスは、（WibuCmRaUファイルによって）エンド
ユーザーへ返却され、CodeMeter Runtimeへローカルにインポー

トされます。チケットも同様に、ローカルに（例：ライセンス内）保存
されます。その後、ソフトウェアが起動し、オンライン/オフライン関
係なく、正常に動作します。オフラインキャッシュ内の一時ライセン
スの有効期限が切れる直前に、アプリケーションは再びCodeMeter 
License Centralへ接続し、ライセンスを更新します。

SaaS アプリケーション用クラウドライセンス
エンドユーザーは、異なる機能に対し無制限または一時的なライ
センスを付けた SaaSアプリケーションをエンドユーザーに提供す
る場合、CodeMeter Cloud Lite は、オンラインとオフラインの違いを 
感じさせないシンプルかつ無駄のないソリューションです。特
に、CodeMeter を既にオンプレミスソフトウェアに使用し、ライセ
ンス作成プロセスをSAP、Salesforce、またはその他ERP、CRM、e
コマースシステムに統合している場合に適しています。

SaaSアプリケーションのライセンスは、オンプレミスライセンスと 
バインディングスキームが異なります（CodeMeter SmartBind や 
CmDongleの代わりにCodeMeter Cloud Liteを使用）が、それ以 
外は同じ方法で作成されます。ライセンスの作成とエンドユー 

クラウドライセンシング



17

ザーへの割り当ては、ローカルライセンスのアクティベーションと
同様のプロセスで行われ、両方の形式を組み合わせることも可
能です。OAuth2やSAMLのようなシングルサインオン（SSO）とユー 
ザー管理プロセスの統合もできます。

SaaS アプリケーション用認証スキーム
CodeMeter は、包括的なライセンシングと強力なソフトウェア保
護機能に加え、秘密鍵の管理が可能です。CmDongleまたはコン
ピュータにバインドされたCmActLicens は、秘密鍵をセキュアに
保存可能であるため、CodeMeter は、SaaSアプリケーション向け
のユーザー認証に最適と言えます。

ソリューションは、CodeMeterAPI を介してインテグレーションする
ことができます。具体的には、クラウド内の SaaSプリケーションと
連携して動作する専用ローカルアプリケーションをユーザに提供

する場合です。SaaSソフトウェアは、ローカルアプリケーションが
ローカルライセンスに保持されている秘密鍵で署名して応答する
というチャレンジレスポンスを生成します。クラウド上では、SaaS ア
プリケーションは公開鍵を使用してユーザー認証し、特定のニー
ズに応じてユーザーのIDを管理し、クラウド上に記録します。

一方ブラウザでは、クライアント証明書が主流となっています。 
ミドルウェアを用いて、CmDongle 上で標準的な x.509 証明書を 
転送します。アプリケーション（例：Internet Explorer、Firefox、Chrome、 
Safar i、Outlook、VPNクライアント）が証明書を使用する場
合、PKCS # 11 とMicrosoft CSP という2 つの標準インターフェイ
スが利用可能です。

プライベートクラウドのアプリケーション
高い演算能力が必要な標準的なデスクトップアプリケーションを
開発した場合、エンドユーザーは、自身のプライベートクラウドへ
のアプリケーションの移行を考えるかもしれません。

プライベートクラウドは通常、自社所有のデータセンターや専門
のプロバイダーにあり、ユーザーやエンドユーザーの目が届かな
いハードウェア上で運用される仮想マシンで構成されます。接続
に必要な USB さえも付いていないかもしれません。繰り返しにな
りますが、CodeMeter は以下のようなオプションに必要な機能を
備えています。

1.  � �USBoverEthernet:  エンドユーザーには、CmDongle 形式でラ
イセンスが付与されます。一般的な USB over Ethernet 製品を
使用し、CmDongle を仮想マシンに接続します。データセンター 
の多くは、この技術を採用しています。ソフトウェアや既存の配
布方法の変更は不要です。

2. �Network Server: エンドユーザーは、データセンターでネットワー 
クサーバーを運用します。CodeMeter は、このようなサーバー向 
けに、Raspberry Pi でも動作するよう設計された、シンプルな 
CodeMeterRuntime を提供します。CmDongle は、サーバーに 
USB を用いて接続します。ソフトウェアは、CodeMeter のネット
ワークプロトコル（CmLAN）をサポートできるよう、設定を少し
変更するだけでよいのです。標準的な方法でソフトウェアを提
供することが可能です。

3.	� CmCloud: ライセンスは、CodeMeter Cloud Server 上の Cm- 
CloudContainer に格納され、既知のエンドユーザーへセキュ

アにバインドされます。バインドされたエンドユーザーは、イン
ターネット接続とクレデンシャルで、CmCloudContainer 内の
ライセンスへのアクセスが可能です。ライセンスは、どのデバイ
ス上であっても、ローカルライセンスと同じように機能します。

4.	� SmartBind with VM Move: ライセンスは、「ルース」レベル
の許容範囲で作成されます。これにより、ライセンスを保有す
る仮想マシンがクラウド上に再配置された場合でも、ライセン
スが維持されます。但し、仮想マシンがコピーされた時点で無
効となります。また、バインディングプロパティとしてマシンSID
を設定することもできます。プライベートクラウド上でソフトウ
ェアを実行するエンドユーザーに向けた特別なライセンスの
作成のみ必要であり、システム統合に関する変更は不要です。

5. �CodeMeter Cloud Lite でのライセンシング: リバースエン
ジニアリング防止用の Protection Only license が、ソフトウェア 
に付与され、ライセンスの有効性や使用状況は、定期的に
Wibu クラウド上で確認することができます。ソフトウェアの若
干の変更と、エンドユーザーのプライベートクラウドとWibuク
ラウド間での常時インターネット接続が必要となります。一方、
ライセンスの作成自体は非常にシンプルであり、CodeMeter 
Cloud Lite を別のバインディングプロパティとして追加するだけで 
完了します。 

C L O U D  
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全てのステークホルダーに向けた保護
CodeMeter は、コントローラー・デバイスメーカー、製造/プラントエ

ンジニア、そしてエンドユーザーに至るまで、組み込みシステムビジ
ネスに携わるすべてのステークホルダーに最適な保護ソリューション
を提供します。CodeMeter は、コントローラー・デバイスメーカー、サー 
ドパーティーのライブラリプロバイダーのライセンス全てを、産業標
準の CmDongle に同時かつ個別に保存できるという強みがあります。

整合性保護と不正操作防止
整合性保護と不正操作防止は、最優先すべき事項です。ユーザーは、

自分の資産を破壊行為から守ることを望み、ユーザーにとっての整
合性保護は、安全性とセキュリティは密接な関係にあることを意味
します。クリティカルなインフラストラクチャなどのいわゆるサイバー
フィジカルシステムであるネットワーク化された組み込みシステムは、
整合性保護、システムの相互認証、および暗号化通信が不可欠です。

これらの機能は、すべてCodeMeter が提供します。

またプラントエンジニアにとって、整合性保護とは、過度な摩耗・損
傷によって保証が損なわれないよう、規定のパラメーター内で動作
させることを意味します。

一方コントローラーのサプライヤーにとって、整合性保護は顧客に販
売できる付加価値であり、何よりも、ソフトウェアコンポーネントの違
法コピーに対する保護が重要です。

セキュアなログ保存
CodeMeter は、生産データをCmDongle 内に改ざんできないよう
保存することができます。万が一障害が発生した場合にも、データ
解析が可能です。これにより、障害の把握が容易になり、再発防止
に役立てることができます。

知的財産 (Intellectual Property) の保護
CodeMeter では、マシンにアプリケーションをダウンロードする前に、

アプリケーションを暗号化します。さらに、他の手法と組み合わせる

組み込みセキュリティ
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ことで、コードのリバースエンジニアリング防止につながり、コントロー 
ラーメーカーのランタイム環境とプラントエンジニアのアプリケーショ 
ンの両方において知的財産（IP）保護が可能です。これにより、模倣 
品の作成がほぼ不可能になります。

またExProtectorでは、コントローラーメーカーやプラントエンジニア向 
けに、一般的に知られるランタイム環境（例：Windows Embedded、 
Real Time Linux、VxWorks、IEC61131プログラミング）で使用可能
なツール群を提供します。

違法コピーからの保護
CodeMeter は、有効なライセンスを持たないアプリケーションやラン
タイム環境の使用を許可しないため、プラントエンジニアやコントロー 
ラーメーカーの製品をリバースエンジニアリングから保護すること
ができます。また、製品にさまざまな保護レベルを組み込むことが可
能です。例えば、強固な暗号化で違法コピーを完全に防ぐレベルの一 
方、アプリケーションの違法コピー使用をメッセージで知らせる程度
のレベルもあります。

コントローラーメーカーは、この違法コピー防止をプラントエンジニ
アへ付加価値として提供することができます。Wibu-Systems は、開
発環境でのアプリケーション暗号化、ランタイム環境での復号、ライ
センシングAPI の開発などをサポートします。

フィーチャーオンデマンド
コントローラーサプライヤーやプラントエンジニアが使用するデバイ
スは、使用する場面に応じて異なる機能を備えており、その違いの多
くはソフトウェアのみです。

CodeMeter では、同じソフトウェアに対して様々なバージョンを作成す
ることができます。バージョンは、各場面でライセンシングされる機能
によって異なります。これにより、品質保証や生産にかかる時間とコス

トの削減につながります。また各機能は、フィーチャーオンデマンドとし
て後から購入してもらうも可能です。アドオンの利用により、売上増加
や利益拡大を目指せます。

プロジェクト保護
プラントエンジニアは、CodeMeter で、アプリケーションのソースコード 
への不正アクセスを防止することができます。アクセス制限は、従業
員や顧客に対する個別の実施が可能です。従って、プロジェクトの保
護は、プラントエンジニアの IP 保護、さらには攻撃者によるプロジェ
クトコードの不正解析からの顧客保護にもつながります。コントロー
ラーメーカーは、このプロジェクト保護を付加価値として開発環境
に組み込むことができます。

認証
CodeMeter は、認証用に使用することもできます。コントローラーメー 
カーやプラントエンジニアは、サービス技術者に内部機能へのアク
セス権を付与することができます。プラントエンジニアは、不正操作
や、未経験スタッによる人為的ミスから顧客を保護することができます。

ライセンス転送
CodeMeter は、CmDongle やコントローラー内の CmActLicense にフ

ァイル転送機能を用いて、ライセンスを転送することができます。これ
により、オフライン転送も可能となります。

コントローラーメーカーは、開発環境とランタイム環境の設定コンポー 
ネント（例：Web インターフェイス）の両方にライセンス転送を統合す

ることができます。従って、コントローラーのランタイム環境の機能に
対するライセンスは、自社にあるCodeMeter License Central からアク 
セスすることができます。また、CodeMeter License Central を経由し 
たプラントエンジニアのライセンスへのアクセスをシステムに統合す
ることも可能です。

必要な保護 コントローラ
サプライヤ

機械
メーカー ユーザー

インテグリティ保護 ü ü

知的財産保護(アンチリバー 
スエンジニアリング) ü ü

海賊行為防止 ü ü

フィーチャオンデマンド ü ü

操作保護 (製造データ) ü ü

安全装置ログブック ü ü

プロジェクト保護 ü ü

認証 ü ü

E M B E D D E D



Wibu-Systems は、ソフトウェアライセンスのライフサイクル管理分野において、革新的なテクノロジーを提供するグローバル企業です。セキュアかつユニー
クで多機能、そして相互運用可能なソリューションを提供し、デジタル資産・技術ノウハウ・知的財産(IP)を違法コピや・リバースエンジニアリング、不正な
改ざん・妨害行為・サイバー攻撃から保護することで、ソフトウェア開発会社とインテリジェントデバイスメーカーのビジネス収益化に貢献します。

主要製品であるCodeMeter は、ソフトウェア・ファームウェア・機密データを高水準の暗号化アルゴリズムとメソッドで保護します。生成されたライセンス
は、産業標準のポータブルハードウェアコンテナ（USBドングル、セキュアなメモリーカード、ASIC、TPM）、エンドポイントデバイスのデジタルフィンガープリ
ントにバインドされたソフトウェアコンテナ、クラウドコンテナなどのセキュアなデバイスに保存されます。

CodeMeter は、PC、モバイル、組み込みシステム、PLC（プログラマブルロジックコントローラー）、マイクロコントローラシステムに対応しています。既存のバ
ックオフィスプロセス（例：ERP、CRM、e コマースプラットフォーム）とのシームレスな統合により、運用パフォーマンス向上と物流コスト削減をもたらします。

以上の特徴を備えたCodeMeter を導入することで、既存の営業プロセスの刷新、個々のニーズに応じた顧客中心の新たなビジネススキームの構築が可
能となります。

 WIBU-SYSTEMS AG
 Zimmerstrasse 5 
 76137 Karlsruhe, Germany 
 Telephone: +49 721 93172-0
 sales@wibu.com | www.wibu.com

 ドイツ本社

Wibu-Systems は、プログラムまたはこのドキュメントを事前の通知なしに変更する権利を明示的に留保します。

© 2023 WIBU-SYSTEMS AG – WIBU®, CodeMeter®, SmartShelter®, SmartBind® and Blurry Box® は、WIBU-SYSTEMS AG 
の登録票商標です。 このドキュメントで使用されているその他すべてのブランド名および製品名は、それぞれの所有者の商
号、サービスマーク、商標、または登録商標です。

Wibu-Systems オフィス

 WIBU-SYSTEMS LTD
 英国 | アイルランド
 +44 20 314 747 27 
 sales@wibu.systems

 WIBU-SYSTEMS SARL
 フランス
 +33 1 86 26 61 29
 sales@wibu.systems

 WIBU-SYSTEMS 
 北欧 | バルト諸国
 +46 8 5250 7048
 sales@wibu.systems

 WIBU-SYSTEMS (Shanghai) Co., Ltd.
 上海: +86 21 5566 1790 
 北京: +86 10 8296 1560/61
 info@wibu.com.cn

 WIBU-SYSTEMS USA, Inc. 
 米国: +1 800 6 Go Wibu
 +1 425 775 6900
 sales@wibu.us

 WIBU-SYSTEMS 株式会社
 日本
 +81 45 565 9710
 info@wibu.jp

 WIBU-SYSTEMS BV/NV 
 オランダ: +31 74 750 14 95
 ベルギー: +32 2 808 6739
 sales@wibu.systems

 WIBU-SYSTEMS
 スペイン | ポルトガル
 +34 91 123 0762
 sales@wibu.systems

Wibu-Systems について
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